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社
会
資
本
整
備
審
議
会
環

管
路
施
設
な
ど
既
存
の
社

会
資
本
ス
ト
ッ
ク
は
高
度
経

済
成
長
期
に
集
中
的
に
整
備

さ
れ
、
今
後
急
速
に
老
朽
化

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
社
整
審
・
交

政
審
は
昨
年
十
二
月
に
社
会

資
本
の
維
持
管
理
・
更
新
の

境
部
会
と
交
通
政
策
審
議
会

交
通
体
系
分
科
会
環
境
部
会

に
設
置
さ
れ
た
建
設
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
施
策
検
討
小
委
員

会
（
委
員
長
・
嘉
門
雅
史
京

都
大
学
名
誉
教
授
）
は
八
月

十
三
日
、
中
期
的
に
取
り
組

あ
り
方
に
つ
い
て
国
交
相
に

答
申
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
同

む
べ
き
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
策
を
ま
と
め
た
。
建
設
工

事
に
お
け
る
再
生
資
材
の
有

効
利
用
な
ど
を
促
進
し
て
い

く
。
こ
れ
を
受
け
て
国
土
交

通
省
は
新
た
な
建
設
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
計
画
を
策
定
す
る

部
会
は
社
会
資
本
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
戦
略
小
委
員
会
を
設
け

考
え
だ
。

社
会
資
本
の
更
新
や
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
た
イ
ン

フ
ラ
関
連
工
事
の
増
大
な
ど

建
設
副
産
物
の
発
生
量
は
将

来
的
に
増
加
し
て
い
く
見
通

て
新
た
な
資
格
制
度
な
ど
の

検
討
を
重
ね
て
き
た
。

今
回
の
緊
急
提
言
で
は
民

間
資
格
の
登
録
要
件
や
評
価

・
登
録
の
プ
ロ
セ
ス
な
ど
を

環
境
省
は
二
〇
二
〇
年
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京
大
会
開
催
に
向

け
て
官
民
が
取
り
組
む
べ
き

環
境
配
慮
の
推
進
策
を
ま
と

め
た
。
東
京
都
市
圏
の
低
炭

素
化
や
良
好
な
大
気
・
水
環

し
だ
。
こ
の
た
め
同
小
委
で

は
四
月
か
ら
中
期
的
な
建
設

副
産
物
対
策
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
て
き
た
。

推
進
策
で
は
新
た
に
取
り

組
む
べ
き
重
点
方
策
と
し
て

①
建
設
副
産
物
物
流
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
強
化
②
地
域
固
有

の
課
題
解
決
の
促
進
③
他
の

環
境
政
策
と
の
統
合
的
展
開

へ
の
理
解
促
進
④
工
事
前
段

階
に
お
け
る
発
生
抑
制
の
検

討
促
進
⑤
現
場
分
別
・
施
設

明
示
。
こ
れ
を
受
け
て
国
交

省
は
法
令
や
基
準
に
基
づ
き

確
実
に
点
検
・
診
断
が
行
え

る
技
術
者
・
技
能
者
を
確
保

す
る
た
め
、
九
月
以
降
に
登

録
要
件
な
ど
の
大
臣
告
示
を

行
い
、
民
間
資
格
の
募
集
・

評
価
を
開
始
す
る
考
え
だ
。

登
録
さ
れ
た
資
格
取
得
者
に

つ
い
て
は
平
成
二
十
七
年
度

か
ら
本
格
的
な
活
用
を
図
っ

て
い
く
。

一
方
、
社
会
資
本
の
維
持

管
理
を
適
切
に
進
め
る
に
は

ど
う
い
う
設
計
に
基
づ
い
て

建
設
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う

知
識･

情
報
が
重
要
に
な
る
。

同
時
に
社
会
資
本
の
新
設
に

あ
た
っ
て
も
建
設
後
ど
の
よ

う
に
機
能
が
維
持
さ
れ
る
か

と
い
う
知
識
・
情
報
が
不
可

境
の
実
現
な
ど
を
め
ざ
す
。

第
三
十
二
回
東
京
大
会
が

開
催
さ
れ
る
二
〇
二
○
年
は

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標

年
と
生
物
多
様
性
を
促
進
す

る
愛
知
目
標
の
目
標
年
と
な

っ
て
い
る
。
目
標
を
達
成
す

搬
出
の
徹
底
に
よ
る
再
資
源

化
・
縮
減
の
促
進
⑥
建
設
工

事
に
お
け
る
再
生
資
材
の
利

用
促
進
⑦
建
設
発
生
土
の
有

効
利
用
・
適
正
処
理
の
促
進

強
化
│
│
な
ど
を
提
示
。
具

体
的
に
は
事
業
の
計
画
・
設

計
段
階
に
お
け
る
発
生
抑
制

対
策
、
混
廃
・
木
材
・
汚
泥

の
再
資
源
化
施
設
へ
の
搬
出

徹
底
、
再
生
資
材
の
品
質
基

準
・
保
証
方
法
の
確
立
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

欠
だ
。
社
会
資
本
の
維
持
管

理
と
新
設
は
表
裏
一
体
の
関

係
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の
業
務

は
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
技
術

部
会
で
は
新
設
の
調
査
・
設

計
分
野
に
お
け
る
技
術
者
の

民
間
資
格
登
録
制
度
を
検
討

す
る
た
め
、
新
た
に
「
技
術

者
資
格
制
度
小
委
員
会
」

（
仮
称
）
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
に
し
た
。
社
会
資
本
を
新

設
す
る
際
の
技
術
者
の
登
録

制
度
に
加
え
、
維
持
管
理
分

野
に
お
け
る
民
間
資
格
の
登

録
制
度
の
拡
充
、
民
間
資
格

の
登
録
制
度
に
基
づ
く
資
格

の
評
価
案
に
対
す
る
意
見
、

民
間
資
格
登
録
制
度
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
に
関
す
る

検
討
を
進
め
て
い
く
。

る
に
は
技
術
・
イ
ン
フ
ラ
を

導
入
す
る
だ
け
で
な
く
社
会

の
仕
組
み
や
価
値
観
の
変
化

を
含
め
た
循
環
共
生
型
社
会

の
実
現
が
不
可
欠
だ
。

こ
の
た
め
同
省
は
当
面
の

取
り
組
み
と
し
て
低
炭
素
社

会
づ
く
り
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
対
策
、
良
好
な
大
気
・

水
環
境
、
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー

ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク

ル
）
の
徹
底
な
ど
に
努
め
て

い
く
。
東
京
都
市
圏
の
低
炭

素
化
で
は
大
会
施
設
や
市
街

地
の
再
開
発
時
に
省
Ｃ
Ｏ
２

な
ど
の
最
先
端
技
術
を
導
入

す
る
と
と
も
に
、
地
方
か
ら

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
調

達
す
る
。
こ
れ
に
伴
い
東
京

湾
で
は
陸
域
か
ら
の
汚
濁
負

荷
量
低
減
や
生
活
排
水
処
理

施
設
の
高
度
化
、
都
市
内
で

は
暗
渠
化
さ
れ
た
河
川
や
清

流
の
復
活
に
よ
る
水
辺
空
間

の
確
保
に
力
を
入
れ
る
。
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社
会
資
本
整
備
審
議
会
・
交
通
政
策
審
議
会
は
八
月
十
八
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
三
号
館
で
第

十
五
回
技
術
部
会
（
部
会
長
・
家
田
仁
東
京
大
学
・
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
）
を
開
き
、
社
会
資
本
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
確
立
に
向
け
た
緊
急
提
言
を
ま
と
め
た
。
新
た
に
民
間
資
格
登
録
制
度
を
創
設
し
、
優
良
な
技
術
者
・

技
能
者
を
確
保
す
る
。
ま
た
社
会
資
本
の
新
設
に
お
け
る
調
査
・
設
計
分
野
の
民
間
資
格
登
録
制
度
を
構
築
す
る

た
め
、
秋
頃
に
「
技
術
者
資
格
制
度
小
委
員
会
」
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
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家田部会長


